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出典：https://ssl4.eir-parts.net/doc/5020/ir_material_for_fiscal_ym/161497/00.pdf
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ENEOSグループのご紹介

https://ssl4.eir-parts.net/doc/5020/ir_material_for_fiscal_ym/161497/00.pdf
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● 2040年度に向けて、弊グループ排出分※のカーボンニュートラル実現を目
指す ※ Scope1+2が対象

● 2030年度に向けて、温室効果ガス46%の削減※を目指す。
  ※ 2013年度対比

● カーボンニュートラル実現に向け、弊グループの温室効果ガス排出抑制、
CCS(CO2の回収・貯留)、CO2除去(森林吸収等)に広く取り組む。

ENEOSグループは「エネルギー・素材の安定供給」と

「カーボンニュートラル社会の実現」との両立に向けて挑戦します。

カーボンニュートラル社会の実現に向けて、
当社の温室効果ガス排出削減を進めるとともに、社会の温室効果ガス排出削減に貢献するため、

「エネルギートランジション」と「サーキュラーエコノミー」を推進します。

社会の温室効果ガス排出削減への貢献弊グループの温室効果ガス排出削減

ENEOSグループ
長期ビジョン

ENEOSグループのカーボンニュートラル指針

カーボンニュートラルを
取り巻く当社事業領域

● 政府や他企業と歩調を合わせて取り組み、2050年度に向けてScope3を
 含め、カーボンニュートラル実現を目指す。

● エネルギー分野では、再エネ拡大、水素・カーボンニュートラル燃料等の
 早期実用化を通じてエネルギートランジションを推進し、2040年度を
 目途にエネルギー供給あたりのCO2排出量(CI ※)の半減を目指す。

● 素材・サービス分野では、素材原料転換等によるサーキュラーエコノミー
の推進、削減貢献量の拡大に取り組む。

※Carbon Intensity (炭素強度)

カーボンニュートラルを将来の事業の柱に将来の炭素価格上昇に対する備え

＋

※経済産業省公表値をもとに当社試算

日本の一次エネルギーにおける当社寄与率：約15%  (原油・ガスの取扱量換算※)

弊グループの温室効果ガス排出量(Scope1+2+3)：約2.1億㌧/年 (日本の温室効果ガス排出量:約12億㌧/年)

カーボンニュートラルを
取り巻くグループの事業領域

出典 https://www.hd.eneos.co.jp/company/system/pdf/e_hd_jp_ot_fy2023_01.pdf 2

ENEOSグループのカーボンニュートラル基本計画

https://www.hd.eneos.co.jp/company/system/pdf/e_hd_jp_ot_fy2023_01.pdf
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～

ETRでは、CCS関連事業を将来的に経営基盤となるまで成長させるという挑戦的な目標を掲げている。 3
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ENEOS Xploraの2050年に向けたエネルギートランジション ロードマップ
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新潟県胎内市

Copyright © 2024 JX Nippon Oil & Gas Exploration Corporation  All Rights Reserved.
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ENEOS XploraのE&P事業
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カーボンクレジット

CO2-EOR
HCG-EOR
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(米国, テキサス州)
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CO2排出削減
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CO2-EOR）プロジェクト

世界初

E&P業界における
クリーン開発メカニズム
（CDM）の認定

国内初

2030年運開を目指す
先進的CCS事業のうち1件

CO2排出削減CO2排出削減 CO2排出削減

原油増進回収

CO2排出削減

原油増進回収
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ENEOS Xploraにおける環境分野におけるイノベーションへの挑戦
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⚫1959 年より 天然ガスの生産を開始。これまでの生産量は50億㎥を

超え、油・ガス田として、現在も順調に操業中。

⚫南北12km/東西2kmの鉱区から、天然ガス、原油、かん水 を生産

• 天然ガス： 都市ガス用原料・工業用燃料としてパイプラインで出荷

• 原油： タンクローリーで直江津オイルターミナルに出荷、
他社の油田の原油とブレンドされてタンカーで製油所へ

• かん水： ヨードを回収し医薬品原料等として主に海外に販売

一部は温泉水として近隣温泉施設に供給

新潟市の北東約40km

NOiL（中条共創の森

オープンイノベーションラボ）

Copyright © 2024 JX Nippon Oil & Gas Exploration Corporation  All Rights Reserved.

製品ヨード（純度99.7%）
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中条油業所（新潟県胎内市）
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• 中条油業所が有する資源(人・設備・技術・行政地域社会との関係性)を活かし、行政・大学などを含む近隣協業先との

共同実証・研究を実施するため、2022年4月に中条共創の森オープンイノベーションラボを開設。地域のCNへの貢献を目指す。

https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/20210930_release.pdf

NOiLと地域社会のカーボンニュートラル化～イメージ図

Copyright © 2024 JX Nippon Oil & Gas Exploration Corporation  All Rights Reserved. 7

中条共創の森オープンイノベーションラボ(NOiL)の設立

https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/20210930_release.pdf
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ccus_brochure_0212_1_J.pdf (env.go.jp)

バーク・端材

農業残渣

バイオマス由来CO2

CO2フリー水素

H2

CO2

カーボンリサイクル

胎内市近郊

• 中条油業所周辺にバイオマスガス化水素製造設備（＋CO2分
離回収設備）を設置。

• 地産地消をビジネスモデルとし、新潟近郊の
農業残渣から水素製造、及び分離・回収したCO2を有効活用

• CO2ネガティブ水素製造、他副産物（CO2/熱/バイオ炭）の
環境付加価値化を目指す。

ドライアイス製造

菓子製造時
バーナー利用

ガス化炉 PSA

トラック輸送

H2 FCV利用

CCS

ccus_brochure_0212_1_J.pdf (env.go.jp)出典：
環境省事業スキーム（案）

BECCS: バイオマス＋CCS

CO
シフト

PSA（Pressure Swing Adsorption、圧力スイング吸着）
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中条BECCUSプロジェクト概要

https://www.env.go.jp/earth/brochureJ/ccus_brochure_0212_1_J.pdf
https://www.env.go.jp/earth/brochureJ/ccus_brochure_0212_1_J.pdf
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新潟大学 2024年1月19日

「SDGs 推進プロジェクト基金」への寄附
～ペロブスカイト太陽電池等の次世代技術の開発促進を支援～

新潟食料農業大学 2023年５月24日

かん水に含まれるフルボ酸の植物生育の効能に関する研究
について

https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/NOEX20240119JP.pdf https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/20230524JP.pdf
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新潟県での産学連携のご紹介

https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/NOEX20240119JP.pdf
https://www.nex.jx-group.co.jp/newsrelease/upload_files/20230524JP.pdf
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